
科　　　目 担当者 単位数 備　　考 科　　　目 担当者 単位数 備　　考

○ ｶﾞｿﾘﾝｴﾝｼﾞﾝ整備 吉島 1

○ ｼﾞｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ整備 田﨑 1

○ シャシ整備 菅沼 1 ○ 特殊機構 菅沼 1

○ シャシ電装 坂井 2 ○ 自動車検査 島田 2

○ 自動車性能 古川 1 ○ 燃料電池・電動自動車理論 坂井 2

○ 自動車電子システム 坂井 2

○ 自動車法規 菅沼 2

実践ラリー 高原・大橋 1 世界ラリー実習 高原・大橋・野尻 2 ※

ﾚｰｼﾝｸﾞｶｰﾄ整備 前田 1 ※

ﾌｫｰﾐｭﾗ・ﾒｶﾆｽﾞﾑ 逸見・大坪・徳升 1

HOW TO MOTORBIKE 伊藤 1

トライアル入門 島田 1

輸入車のメンテナンス 野尻 1

特殊車輌 逸見 1

電気自動車の整備 下洞 1

ボディー・リペア 菅沼 1

特殊ｶﾞｿﾘﾝｴﾝｼﾞﾝの整備 山田 1

ビジネスデータ分析 長野 2

交通事故と保険 桑山 2

インターンシップ 伊藤 1 ※ インターンシップ 伊藤 1 ※

二輪レース特論 島田 1 ＊ 二輪レース特論 島田 1 ＊

〇 実験実習　ｼﾞｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ 高原 2 〇 実験実習　ｼﾞｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ 高原 2

〇 実験実習　シャシ(２) 島田 2 〇 実験実習　シャシ(２) 島田 2

〇 実験実習　検査 山田 2 〇 実験実習　検査 山田 2

〇 実験実習　計測・ﾌﾛﾝﾄ実務 前田 2 〇 実験実習　計測・ﾌﾛﾝﾄ実務 前田 2

備考 ※：集中・課外授業を含む。 ○　：必修科目

令和４年度　自動車工学科開講表(２年)

前　　　　　　　　期 後　　　　　　　　期

＊：「二輪レース特論」は、全日本選手権（ＭＦＪ主催）又はこれに
    準ずる競技に参戦している者に対して単位認定を行う。
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　今日の自動車には、数多くの電気装置すなわち電装品が装備されているが、本講義ではシャシ分野に関連した電装品の解説を行

う。この中には、エアコンの冷媒として使用される代替フロンやＳＲＳエアバッグシステムに使用される着火剤および窒素ガス発

生剤などが含まれており、自動車整備士には専門的な知識に基づく適切な取り扱いが求められる。

　また、カーナビゲーションシステムやＣＡＮ通信による統合制御など情報通信技術が応用された電装品についても学び、車両通

信システムに関する知見を広める。

・試験成績（中間５割＆定期５割）を評価の基準とするが、受講姿勢を含めた総合的な判断を行う。ここでいう受講姿勢とは、聴

講に集中していたか・板書を正しく行っていたか・頭髪服装は本学学生にふさわしいものであったかである。
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2 年 次



　今日の自動車には、数多くの電気装置すなわち電装品が装備されているが、本講義ではシャシ分野に関連した電装品の解説を行

う。この中には、エアコンの冷媒として使用される代替フロンやＳＲＳエアバッグシステムに使用される着火剤および窒素ガス発

生剤などが含まれており、自動車整備士には専門的な知識に基づく適切な取り扱いが求められる。

　また、カーナビゲーションシステムやＣＡＮ通信による統合制御など情報通信技術が応用された電装品についても学び、車両通

信システムに関する知見を広める。

・試験成績（中間５割＆定期５割）を評価の基準とするが、受講姿勢を含めた総合的な判断を行う。ここでいう受講姿勢とは、聴

講に集中していたか・板書を正しく行っていたか・頭髪服装は本学学生にふさわしいものであったかである。

　最近エンジンがこわれなくなったと言われる反面，電子制御にまつわる故障の修理に関心が集まっている。現在車にコンピュー

タは約80個搭載され，コンピュータソフトは約700万行に及ぶとされる。電気的故障に対応するため，自己診断装置が装着されてい

るが機械的故障を起こした場合には対応していない。電子機器のソフト，ハード故障，車の機械的故障などこれらに向き合うには，

各部品の機械的構造と，電気的動きと，コンピュータによりどのように制御されているのかのハードとソフト両面に対する深い理

解を要求される。

　本講義では，エンジンの電子制御装置の作動と，電子制御方法並びに，自己診断装置に対する有用性などを中心に学んでもらう。
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2 年 次



　物流世界での大型ジーゼル・エンジンは欠かすことのできない存在である。ガソリン・エンジンに比べ熱効率に優れ燃費が良く、

低出力でも高トルクを発生する。

　それでも一時期、不評悪評が多かったジーゼル・エンジンだが、現在CO２排出量の少ないクリーンで環境に優しいエンジンに生

まれ変わろうとしている。その背景には、高度な電子制御化による燃焼制御及び、排出ガスの高度な処理による技術がある。

　そこで本講義では、１年次に習得したジーゼル・エンジンの構造を元に、電子制御化した各部品の構造を確実に習得し的確な整

備作業に結びつけてもらいたい。
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2 年 次



　物流世界での大型ジーゼル・エンジンは欠かすことのできない存在である。ガソリン・エンジンに比べ熱効率に優れ燃費が良く、

低出力でも高トルクを発生する。

　それでも一時期、不評悪評が多かったジーゼル・エンジンだが、現在CO２排出量の少ないクリーンで環境に優しいエンジンに生

まれ変わろうとしている。その背景には、高度な電子制御化による燃焼制御及び、排出ガスの高度な処理による技術がある。

　そこで本講義では、１年次に習得したジーゼル・エンジンの構造を元に、電子制御化した各部品の構造を確実に習得し的確な整

備作業に結びつけてもらいたい。

　自動車を取り巻く情勢は、車両姿勢制御装置の装備法制化や電気自動車の本格的な実用化あるいはＡＤＡＳ（先進運転支援シス

テム）搭載車種の広がりなどクルマそのものに関することと、ＩＴＳ（高度道路交通システム）の導入などの社会基盤に関するこ

とが、共に急速な進化を遂げている。これらは高度な電子システム技術があって初めて実用化されており、現代の自動車整備士に

は次々と導入される新システムへの迅速な対応力が求められている。

　本講義では、電気電子の基礎からスタートし、将来の自動車システムをも視野に入れた学習を行う。

・試験成績（中間５割＆定期５割）を評価の基準とするが、受講姿勢を含めた総合的な判断を行う。ここでいう受講姿勢とは、聴

講に集中していたか・板書を正しく行っていたか・頭髪服装は本学学生にふさわしいものであったかである。
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2 年 次



　自動車からの排出ガスが主要因とされる環境問題と石油自体の枯渇の問題が加わり、長らく内燃機関に頼ってきた車の動力の歴

史が変わろうとしている。燃料電池車を含む電気自動車およびハイブリッドカーの内燃機関以外の動力には、主として交流電気

モータが使用されている。したがって今後の自動車整備士には、エンジンと同等にモータに関する知識と整備技術を有することが

求められている。

　本講義では、電磁気学を初めとし、モータの種類と特性及び回転数制御と回生ブレーキ、そしてハイブリッドカーを含む電動自

動車の将来までを学ぶ。

・試験成績（中間５割＆定期５割）を評価の基準とするが、受講姿勢を含めた総合的な判断を行う。ここでいう受講姿勢とは、聴

講に集中していたか・板書を正しく行っていたか・頭髪服装は本学学生にふさわしいものであったかである。
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2 年 次



　自動車からの排出ガスが主要因とされる環境問題と石油自体の枯渇の問題が加わり、長らく内燃機関に頼ってきた車の動力の歴

史が変わろうとしている。燃料電池車を含む電気自動車およびハイブリッドカーの内燃機関以外の動力には、主として交流電気

モータが使用されている。したがって今後の自動車整備士には、エンジンと同等にモータに関する知識と整備技術を有することが

求められている。

　本講義では、電磁気学を初めとし、モータの種類と特性及び回転数制御と回生ブレーキ、そしてハイブリッドカーを含む電動自

動車の将来までを学ぶ。

・試験成績（中間５割＆定期５割）を評価の基準とするが、受講姿勢を含めた総合的な判断を行う。ここでいう受講姿勢とは、聴

講に集中していたか・板書を正しく行っていたか・頭髪服装は本学学生にふさわしいものであったかである。

　動力伝達装置、懸架装置、舵取り装置、制動装置及び走行装置について解説する。

　動力伝達装置ではクラッチ及びオートマチック・トランスミッションの構造・作動と整備方法について講義する。また、駆動力

を路面に最適に伝えるためのディファレンシャルの基本的な構造・作動について学ぶ。

　懸架装置では、乗用車あるいはトラックに使用される基本的な装置の構造と整備方法について理解してもらう。アンチロック・

ブレーキ装置については、従来の油圧制限方式、減速度検出方式に加え電子制御式について学ぶ。大型ジーゼル車用のABS装置につ

いては、各メーカーの整備書の資料を配布して概要を述べる。

　ホイール・アライメントは、高速安定走行には不可欠な要素であり、タイヤの偏摩耗やステアリング特性にも影響を及ぼすため、

基本的なアライメントの概要、構造及び機能さらには整備要領を説明する。
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2 年 次



科 目 名 科目番号 単位 必修・選択 担当教員 

自 動 車 性 能 BMRP2-01-DP2 １ 必修 古川 洋一*1 

 

【到達目標】 

（１）自動車の性能を現す数字、用語の意味を理解する。 

（２）その自動車の性能を、的確に評価できる。 

（３）他の自動車と比較し、検討することができる。 

 

【学習内容】 

自動車のカタログ等の「機関性能曲線図」、「走行性能曲線図」などと呼ばれるグラフのようなものを見たことがあると思う。一般

のユーザーにとっては何の変哲もないものかもしれないが、その意味を知るものにとっては、この上ない情報源となる。その自動車

の最高時速がどれだけか、東京から大阪まで走ると、何リットルの燃料を消費するか、などのカタログには直接掲載されていないこ

とも、諸元表やグラフから読み取った数値により、計算することが可能になる。本講義は、与えられた情報を元にして、その自動車

の性能を評価することを目的とする。 

 

【授業計画】 

回数 授 業 内 容 
準備学習（予習・復習） 

での取り組み事項 

準備学習時間 

予習 復習 

１ 導入、自動車の性能とは？ 既習の主要単位等 1.0 1.0 

２ エンジン性能 1 耐久性能 排気量､圧縮比、ピストン平均速度 1.0 1.0 

３ エンジン性能 2 動力性能 軸トルク、吸入効率、軸出力 1.0 1.0 

４ エンジン性能 3 効率と燃費 平均有効圧力、熱効率、燃料消費率 1.0 1.0 

５ エンジン性能 4 性能向上対策 性能曲線図の見方、各曲線の意味 1.0 1.0 

６ エンジン性能 5 性能評価演習 1 基本的な数値の読み取り、各諸元の計算 0.0 2.0 

７ エンジン性能 6 性能評価演習 2 各計算による値の取得と評価及び比較検討 0.0 2.0 

８ 環境性能 自動車を取り巻く問題について考える 0.0 2.0 

９ シャシ性能 1 駆動力と走行抵抗 駆動力の考え方と走行抵抗の種類及び増減要因 1.0 1.0 

10 シャシ性能 2 変速 変速の目的とそれによる各性能の影響 1.0 1.0 

11 シャシ性能 3 変速機 自動変速機の基本構造、トルクコンバータの性能 0.0 2.0 

12 シャシ性能 4 性能評価演習 1 走行性能曲線図の見方及び各曲線の意味と変化 0.0 2.0 

13 シャシ性能 5 性能評価演習 2 基本的な数値の読み取り、各諸元の計算及び評価 0.0 2.0 

14 シャシ性能 6 性能評価演習 3 各計算による値の取得と評価及び比較検討 0.0 2.0 

15 制動性能 制動過程、制動距離の短縮、危険な制動姿勢 0.0 2.0 

 

【成績の評価方法・基準】 

・中間試験及び定期試験の成績をベースに、受講態度の評価を加えて成績を決定する。 

 

【教科書・配付資料】 

・自動車性能 古川 洋一 

 

【参考書】 

 

【オフィスアワー】 

・授業時間以外は、1 号館 1 階職員室もしくは 1号館 2階第 11 研究室 

 

【その他（履修の要件など）】 

・授業、試験ともに計算機の使用を認めるが、使用できる計算機は以下のものとする。 

（１）文字の入力および記憶機能がないものであること。 

（２）通信機能がないものであること。 

・中間試験の答案は次回の授業時に返却する。 
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2 年 次



科 目 名 科目番号 単位 必修・選択 担当教員 

自 動 車 性 能 BMRP2-01-DP2 １ 必修 古川 洋一*1 

 

【到達目標】 

（１）自動車の性能を現す数字、用語の意味を理解する。 

（２）その自動車の性能を、的確に評価できる。 

（３）他の自動車と比較し、検討することができる。 

 

【学習内容】 

自動車のカタログ等の「機関性能曲線図」、「走行性能曲線図」などと呼ばれるグラフのようなものを見たことがあると思う。一般

のユーザーにとっては何の変哲もないものかもしれないが、その意味を知るものにとっては、この上ない情報源となる。その自動車

の最高時速がどれだけか、東京から大阪まで走ると、何リットルの燃料を消費するか、などのカタログには直接掲載されていないこ

とも、諸元表やグラフから読み取った数値により、計算することが可能になる。本講義は、与えられた情報を元にして、その自動車

の性能を評価することを目的とする。 

 

【授業計画】 

回数 授 業 内 容 
準備学習（予習・復習） 

での取り組み事項 

準備学習時間 

予習 復習 

１ 導入、自動車の性能とは？ 既習の主要単位等 1.0 1.0 

２ エンジン性能 1 耐久性能 排気量､圧縮比、ピストン平均速度 1.0 1.0 

３ エンジン性能 2 動力性能 軸トルク、吸入効率、軸出力 1.0 1.0 

４ エンジン性能 3 効率と燃費 平均有効圧力、熱効率、燃料消費率 1.0 1.0 

５ エンジン性能 4 性能向上対策 性能曲線図の見方、各曲線の意味 1.0 1.0 

６ エンジン性能 5 性能評価演習 1 基本的な数値の読み取り、各諸元の計算 0.0 2.0 

７ エンジン性能 6 性能評価演習 2 各計算による値の取得と評価及び比較検討 0.0 2.0 

８ 環境性能 自動車を取り巻く問題について考える 0.0 2.0 

９ シャシ性能 1 駆動力と走行抵抗 駆動力の考え方と走行抵抗の種類及び増減要因 1.0 1.0 

10 シャシ性能 2 変速 変速の目的とそれによる各性能の影響 1.0 1.0 

11 シャシ性能 3 変速機 自動変速機の基本構造、トルクコンバータの性能 0.0 2.0 

12 シャシ性能 4 性能評価演習 1 走行性能曲線図の見方及び各曲線の意味と変化 0.0 2.0 

13 シャシ性能 5 性能評価演習 2 基本的な数値の読み取り、各諸元の計算及び評価 0.0 2.0 

14 シャシ性能 6 性能評価演習 3 各計算による値の取得と評価及び比較検討 0.0 2.0 

15 制動性能 制動過程、制動距離の短縮、危険な制動姿勢 0.0 2.0 

 

【成績の評価方法・基準】 

・中間試験及び定期試験の成績をベースに、受講態度の評価を加えて成績を決定する。 

 

【教科書・配付資料】 

・自動車性能 古川 洋一 

 

【参考書】 

 

【オフィスアワー】 

・授業時間以外は、1 号館 1 階職員室もしくは 1号館 2階第 11 研究室 

 

【その他（履修の要件など）】 

・授業、試験ともに計算機の使用を認めるが、使用できる計算機は以下のものとする。 

（１）文字の入力および記憶機能がないものであること。 

（２）通信機能がないものであること。 

・中間試験の答案は次回の授業時に返却する。 

  

科 目 名 科目番号 単位 必修・選択 担当教員 

自 動 車 法 規 BWRT1-07-DP2 ２ 必修 菅沼 義一*1 

 

【到達目標】 

（１）道路運送車両の保安基準について理解する。 

（２）使用者の行う点検整備について理解する。 

（３）自動車整備士の国家試験問題が解ける学力を目指す。 

 

【学習内容】 

道路運送車両法の第 1 条には「この法律は、道路運送車両に関し、所有権についての公証等を行い、並びに安全性の確保及び公害

の防止その他の環境の保全並びに整備についての技術上の基準の向上を図り、併せて自動車の整備事業の健全な発達に資することに

より、公共の福祉を増進することを目的とする」とある。 
自動車の安全性確保を中心とする車両保安行政を担う道路運送車両法の果たす重要性を確認し、特に道路運送車両法の保安基準に

ついて理解を深め、保安上または公害防止上必要な最低限の技術基準を講義する。 
 

【授業計画】 

回数 授 業 内 容 
準備学習（予習・復習） 

での取り組み事項 

準備学習時間 

予習 復習 

１ 道路運送車両法Ⅰ 道路運送車両法 第 1条～第 3 条 1.0 3.0 

２ 道路運送車両法Ⅱ 道路運送車両法 第 4条～第 29 条 1.0 3.0 

３ 道路運送車両法Ⅲ 道路運送車両法 第 30 条～第 34条 1.0 3.0 

４ 継続検査及び記録簿の種類 
道路運送車両法  

第 49 条 第 62 条 第 91 条 第 94 条の 6  
1.0 3.0 

５ 
車両整備等に関する責任者及び 

ナンバープレートの分類番号 

道路運送車両法  

第 50 条 第 91 条の 3 第 94 条の 4 
1.0 3.0 

６ 記録簿の保存期間と継続検査の時期 
自動車点検基準 第 1条～第 4 条 

道路運送車両法 第 61 条 
1.0 3.0 

７ 分解整備 道路運送車両法 第 49 条第 2 項 1.0 3.0 

８ 道路運送車両の保安基準Ⅰ 道路運送車両の保安基準 第 1 条 1.0 3.0 

９ 道路運送車両の保安基準Ⅱ 道路運送車両の保安基準 第 2 条～第 8 条 1.0 3.0 

10 道路運送車両の保安基準Ⅲ 道路運送車両の保安基準 第 9 条～第 12 条 1.0 3.0 

11 道路運送車両の保安基準Ⅳ 道路運送車両の保安基準 第 13 条～第 18 条 1.0 3.0 

12 道路運送車両の保安基準Ⅴ 道路運送車両の保安基準 第 19 条～第 29 条 1.0 3.0 

13 道路運送車両の保安基準Ⅵ 道路運送車両の保安基準 第 30 条～第 32 条 1.0 3.0 

14 道路運送車両の保安基準Ⅶ 道路運送車両の保安基準 第 33 条～第 43 条 1.0 3.0 

15 道路運送車両の保安基準Ⅷ 道路運送車両の保安基準 第 43 条～第 53 条 1.0 3.0 

 

【成績の評価方法・基準】 

・中間試験の得点を３５％、定期試験の得点を３５％、受講態度を３０％として総合的に評価する。 

 

【教科書・配付資料】 

・自動車整備関係法令と解説  日本自動車整備振興会連合会 

・法令教材          日本自動車整備振興会連合会 

 

【参考書】 

・自動車の検査基準  鉄道日本社 

 

【オフィスアワー】 

・木、金曜日 １６：１５～１７：００ テクニカル・センター２階研究室 

※会議や出張などで不在の場合もあり得る。 

 

【その他（履修の要件など）】 

・配付されたプリントの再配付は原則として行わない。紛失しないように注意すること。 

・課題プリントは、必ず提出すること。 

・教科書は、必ず持ってくること。 

・中間試験後の授業時に解答の解説を行います。定期試験後に解答をテクニカル・センター２階研究室ドアに掲示します。 

・レポート課題は確認後、添削して返却します。 
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　今日の自動車は、電子制御化され新機構を数多く搭載し、交通環境の問題をはじめ排出ガスや騒音の諸問題に対し改善と対策を

講じているが、公害防止等の対策は年々厳しく規制されている。自動車は、使用過程の中で点検・整備をはじめ「自動車の検査」

を行い「道路運送車両の保安基準」に適合し、かつ安全に快適に運行されなければならない。

　そこで、自動車の整備と検査業務に携わる者として、自動車の検査基準及び、道路運送車両の保安基準までの幅広い知識を身に

付けることは必須である。
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　今日の自動車は、電子制御化され新機構を数多く搭載し、交通環境の問題をはじめ排出ガスや騒音の諸問題に対し改善と対策を

講じているが、公害防止等の対策は年々厳しく規制されている。自動車は、使用過程の中で点検・整備をはじめ「自動車の検査」

を行い「道路運送車両の保安基準」に適合し、かつ安全に快適に運行されなければならない。

　そこで、自動車の整備と検査業務に携わる者として、自動車の検査基準及び、道路運送車両の保安基準までの幅広い知識を身に

付けることは必須である。

　各種メーカで発売されている自動車は、期間が長い短いはあるがマイナーチェンジ、フルモデルチェンジがされる。その際、

電子制御されたシステムや安全装置が追加される。また、環境問題等に配慮した新型車種が発売される。そのため、自動車を整

備する我々は常に新しい機構、技術を学び、またその機構が故障した場合には素早く対処できなければいけない。

　そのため本講義では、主にシャシ関係の新機構、新技術について、各メーカのサービスマニュアル、カタログ及びＤＶＤを用

いて紹介しその構造、整備要領について説明する。
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BERE1-05-DP3

　近年、環境破壊が進み地球温暖化等によるさまざまな問題が発生しています。その諸悪の根源としてよく挙げられるのがジーゼ

ルエンジンです。果たしてジーゼルエンジンは、本当に環境に悪いエンジンなのでしょうか？

　本講義においては、エンジン本体を車両搭載状態で分解整備を行い、整備後に試験走行を実施することで整備の出来栄えを実感

してもらう。また、トラック特有の走行装置であるダブルタイヤ脱着作業を通して、整備作業の重要性と責任を学んでもらう。最

後に、電子制御式燃料噴射装置の基本構造等を学び、環境を意識した整備の必要性を認識することで、これからの自動車業界を担

う皆さんがジーゼルエンジンの正しい「知識・技術」を習得し、ジーゼルエンジン等の内燃機関全般が今後進むべき方向性を自分

なりに考えて貰いたい。
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　近年、環境破壊が進み地球温暖化等によるさまざまな問題が発生しています。その諸悪の根源としてよく挙げられるのがジーゼ

ルエンジンです。果たしてジーゼルエンジンは、本当に環境に悪いエンジンなのでしょうか？

　本講義においては、エンジン本体を車両搭載状態で分解整備を行い、整備後に試験走行を実施することで整備の出来栄えを実感

してもらう。また、トラック特有の走行装置であるダブルタイヤ脱着作業を通して、整備作業の重要性と責任を学んでもらう。最

後に、電子制御式燃料噴射装置の基本構造等を学び、環境を意識した整備の必要性を認識することで、これからの自動車業界を担

う皆さんがジーゼルエンジンの正しい「知識・技術」を習得し、ジーゼルエンジン等の内燃機関全般が今後進むべき方向性を自分

なりに考えて貰いたい。
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　自動車はエンジンのみで走ることは不可能である。「走る」「曲がる」「止まる」というシャシの三要素がなければ、走行する

ことはできない。自動車の核心部であると言える。

　一年次において、シャシ構造の基本的な構造、作動を学習したが、本実習ではさらに一歩進んだ機構について学習してもらう。

現在出荷されている乗用車の９０％以上に装着されているオートマチック・トランスミッションやパワー・ステアリング装置、大

型車等で使用されている「空気圧」を利用したブレーキ装置等、多くの車両に装着されている機構を学習してもらう。当然のこと

ではあるが、一年次に学習した基本的な構造や機能を理解した上で実習に臨んでほしい。
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　自動車はエンジンのみで走ることは不可能である。「走る」「曲がる」「止まる」というシャシの三要素がなければ、走行する

ことはできない。自動車の核心部であると言える。

　一年次において、シャシ構造の基本的な構造、作動を学習したが、本実習ではさらに一歩進んだ機構について学習してもらう。

現在出荷されている乗用車の９０％以上に装着されているオートマチック・トランスミッションやパワー・ステアリング装置、大

型車等で使用されている「空気圧」を利用したブレーキ装置等、多くの車両に装着されている機構を学習してもらう。当然のこと

ではあるが、一年次に学習した基本的な構造や機能を理解した上で実習に臨んでほしい。

29 
油圧式パワー・ステアリング（スプールバルブ） 

作動確認 

 

 

 

 

 

その日の授業で学んだことを振り

返っておくこと。 

0.0 0.5 

30 
油圧式パワー・ステアリング（スプールバルブ） 

組付け 
0.0 0.5 

31 
油圧式パワー・ステアリング（ロータリバルブ） 

分解 
0.0 0.5 

32 
油圧式パワー・ステアリング（ロータリバルブ） 

作動確認 
0.0 0.5 

33 
油圧式パワー・ステアリング（ロータリバルブ） 

組付け 
0.0 0.5 

34 
油圧式パワー・ステアリング（ラックピニオン） 

分解 
0.0 0.5 

35 
油圧式パワー・ステアリング（ラックピニオン） 

作動確認 
0.0 0.5 

36 
油圧式パワー・ステアリング（ラックピニオン） 

組付け 
0.0 0.5 

37 
電動式パワー・ステアリング（ラックピニオン） 

分解 
0.0 0.5 

38 
電動式パワー・ステアリング（ラックピニオン） 

作動確認 
0.0 0.5 

39 
電動式パワー・ステアリング（ラックピニオン） 

組付け 
0.0 0.5 

40 
エア・油圧式ブレーキ（ブレーキ・バルブ） 

作動確認 
0.0 0.5 

41 
エア・油圧式ブレーキ（ブレーキ・バルブ） 

分解 
0.0 0.5 

42 
エア・油圧式ブレーキ（ブレーキ・バルブ） 

測定、組付け 
0.0 0.5 

43 エキゾースト・ブレーキ 構成部品確認 0.0 0.5 

44 エキゾースト・ブレーキ 作動確認 0.0 0.5 

45 エキゾースト・ブレーキ 測定 0.0 0.5 

 

【成績の評価方法・基準】 

・中間試験、定期試験の結果を基本とし、受講態度を併せて総合評価とする。 

 

【教科書・配付資料】 

・実験実習 シャシ（２） 

・二級自動車シャシ   日本自動車整備振興会連合会 

 

【参考書】 

・必要に応じ、プリントを配付。 

 

【オフィスアワー】 

・火曜日 16:15～17:00 １号館２階第１０研究室 

 

【その他（履修の要件など）】 

・一年次のシャシ（１）の講義内容を理解した状態での受講が望ましいため、今一度復習しておくこと。 

・中間試験については、次の授業時間に答案を返却して解説を行う。 

・定期試験後、必要に応じ、解答用紙の返却及び解説を行う（オフィスアワー時）。 
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　公道を走行するすべての自動車には、「道路運送車両法」が適用される。自動車を「検査」するということは，この道路運送車

両法に適合しているか否かを見極めることである。

　本実習においては，道路運送車両法で定められている，３ヶ月点検，１２ヶ月点検，１年点検，２年点検の内容とそれぞれの点

検方法，良否の判定基準を覚えます、また、さまざまな最新のテスター，検査用機器を用いて，自動車の各機構が保安基準に適合

しているか，正常に機能しているかを点検し，車両が安全に走行できるかを判断できるようにします。

　さらに点検の結果，道路運送車両法に適合していない場合は，部品の交換，修理，調整をすることにより正常な機能に戻せるよ

うにします。

・自動車の「どこ」を「どのように」点検し，整備するかを，学生一人一人考えてもらいたいので，定期試験とレポートのほか，

実習中における行動力も加味する。
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　公道を走行するすべての自動車には、「道路運送車両法」が適用される。自動車を「検査」するということは，この道路運送車

両法に適合しているか否かを見極めることである。

　本実習においては，道路運送車両法で定められている，３ヶ月点検，１２ヶ月点検，１年点検，２年点検の内容とそれぞれの点

検方法，良否の判定基準を覚えます、また、さまざまな最新のテスター，検査用機器を用いて，自動車の各機構が保安基準に適合

しているか，正常に機能しているかを点検し，車両が安全に走行できるかを判断できるようにします。

　さらに点検の結果，道路運送車両法に適合していない場合は，部品の交換，修理，調整をすることにより正常な機能に戻せるよ

うにします。

・自動車の「どこ」を「どのように」点検し，整備するかを，学生一人一人考えてもらいたいので，定期試験とレポートのほか，

実習中における行動力も加味する。

【教科書・配付資料】 

・二級シャシ 日本自動車整備振興会連合会 

・三級自動車シャシ 日本自動車整備振興会連合会 

・法令教材  日本自動車整備振興会連合会 

・実験実習・検査 

 

【参考書】 

・特に指定しない。 

 

【オフィスアワー】 

・月～金曜日 １６：１０～１７：００ 実習センター２階職員室 

 

【その他（履修の要件など）】 

・中間試験後の次の授業時に答案の返却と解説を行います。 

・定期試験後に模範解答を実習棟・検査教室に掲示します。 
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　現在の自動車は電子制御化が進み、自動車を理解する上では電気は避けては通れない項目です。

各自動車メーカーでは、それを考慮し車両に事故診断機能を搭載し、不具合箇所の診断を行えるようにし、極力電子化された部品

の故障を素早く探知できるようにしています。しかし、最終的な診断や原因の究明・修理は整備士が行います。

　本実習では、故障探求に関わる自動車の制御系電気をはじめ、サービスマニュアルや電気配線図を読み、診断・修理を基本に、

車両の入庫に関するお客様への対応まで総合的な「修理」を学びます。
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− 87 −

2 年 次



− 88 −

2 年 次



　本講座は、「実践ラリー」の受講者を主とする選抜メンバーにて、国際格式のラリー選手権の何れか１戦にTakayama College Rally Teamの

一員として参戦するという実習授業である。その役割はメカニックまたはマネージャー補佐である。

　実際の競技は約３日間だが、参戦渡航は１２日間前後にも及ぶ。また、ラリー車両をスタートさせるまでの膨大な準備作業、本戦中のサービ

ス、競技終了後の片付けなど、肉体的にも精神的にも辛い期間であるが、それまでのトレーニングしてきたことを活かし、完走という結果で締

めくくって欲しい。

・参戦後のレポート提出を義務付ける。加えて、準備と片付けを含めた参戦期間中に、①安全・確実・迅速を履行することはでき

たか、②体調の維持管理に努めることはできたか、③実践ラリーで学んだ知識と技術を発揮することはできたか、④チームワー

クに重きを置いた言動をすることができたか、を総合的に評価する。
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【教科書・配付資料】 

・世界ラリー実習テキストを配付する。 

 

【参考書】 

・特に指定しない。 

 

【オフィスアワー】 

・平日 ８：４５～９：００ １号館１階管理課 

※出張などで不在の場合もあり得る 

 

【その他（履修の要件など）】 

・規律正しい学生生活を送り、良好な体調での参戦を心がけること。 

・作業中は安全に留意し、周囲の学生と声を掛け合いながら進めること。 

・チームメートと緊密に情報の共有化を図り、リーダーやスタッフへの迅速な報告を心がけること。 

・本講座は、「実践ラリー」を受講修了した学生を主と選抜学生で行われる。 

・その都度質疑応答を行う。 
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2 年 次



【教科書・配付資料】 

・世界ラリー実習テキストを配付する。 

 

【参考書】 

・特に指定しない。 

 

【オフィスアワー】 

・平日 ８：４５～９：００ １号館１階管理課 

※出張などで不在の場合もあり得る 

 

【その他（履修の要件など）】 

・規律正しい学生生活を送り、良好な体調での参戦を心がけること。 

・作業中は安全に留意し、周囲の学生と声を掛け合いながら進めること。 

・チームメートと緊密に情報の共有化を図り、リーダーやスタッフへの迅速な報告を心がけること。 

・本講座は、「実践ラリー」を受講修了した学生を主と選抜学生で行われる。 

・その都度質疑応答を行う。 

− 91 −

2 年 次
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2 年 次
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2 年 次



科 目 名 科目番号 単位 必修・選択 担当教員 

ト ラ イ ア ル 入 門 CPSF2-06B-DP2 １ 選択 島田 尚孝*1 

 

【到達目標】 

（１）トライアルのルール、マシンの基本構造を理解する。 

（２）マシン使用前、使用後のメンテナンスの実施。 

（３）実技：走る、止まる、曲がる、上がる、下るの習得。 

 

【学習内容】 

オートバイという乗り物の動きを理解するときに、一般道で走行しているようなスピード域では速すぎるし、また危険も伴います。

かといって理論上の話ばかりでは、理論で示していることが実際はどのようなことなのかわかりにくい。 

本科目はトライアルというスポーツを通じて、オートバイの理論、動きを解説し、オートバイという乗り物の理解を深めてもらう

ものです。 

トライアルとは決められた採点区間「セクション」を、足をつかずに通過することを目的とし、足つきの数が一番少ないライダー

から順位がつくというモータースポーツです。 

オートバイのすべてのカテゴリーの基本となるもので、どんなオートバイに乗るときでも役に立ちます。 

トライアル入門では、トライアル競技の概要、トライアルマシンの構造、調整、マシンの挙動、トライアルテクニック等を講義、

実技、練習を交え習得することを目指します。 

 

【授業計画】 

回数 授 業 内 容 
準備学習（予習・復習） 

での取り組み事項 

準備学習時間 

予習 復習 

１ 
総合講義（トライアルのルール、マナー

説明、マシンチェック、準備方法等） 

マシンのメンテナンスを入念に行うこと。 
0.0 1.0 

２ 実技（走る、止まる、曲がる） スロットル、クラッチ、ブレーキの操作を確実に 0.0 1.0 

３ 実技（走る、止まる、曲がる） スロットル、クラッチ、ブレーキの操作を確実に 0.0 1.0 

４ 実技（走る、止まる、小さく曲がる） ハンドル操作で曲がる 0.0 1.0 

５ 実技（走る、止まる、小さく曲がる） ハンドル操作で曲がる 0.0 1.0 

６ 実技（坂道を登る、下る） 体重移動、姿勢を変化させる 0.0 1.0 

７ 実技（坂道を登る、下る） 体重移動、姿勢を変化させる 0.0 1.0 

８ 実技（坂道を登る、下る、曲がる） 斜面でのターンを練習 0.0 1.0 

９ 実技（坂道を登る、下る、曲がる） 斜面でのターンを練習 0.0 1.0 

10 実技（凹凸路を走る、止まる、曲がる） 路面状況が変化しても吸収する 0.0 1.0 

11 実技（凹凸路を走る、止まる、曲がる） 路面状況が変化しても吸収する 0.0 1.0 

12 実技（すべての動きの組み合わせ） セクション内をスムーズに移動 0.0 1.0 

13 実技（すべての動きの組み合わせ） セクション内をスムーズに移動 0.0 1.0 

14 実技（総合評価） 足をついても良いので、最後まで走りきる 0.0 1.0 

15 実技（総合評価） 足をついても良いので、最後まで走りきる 0.0 1.0 

 

【成績の評価方法・基準】 

・総合評価時のセクションにおける採点と、受講態度により評価します。 

 

【教科書・配付資料】 

・使用しません。 

 

【参考書】 

・必要に応じ、準備します。 

 

【オフィスアワー】 

・水曜日 16:15～17:00 １号館 2 階第１０研究室 

 

【その他（履修の要件など）】 

・ヘルメット、ブーツ、長袖、長ズボン、手袋、工具を、原則として各自にて用意する。無理な場合は開講時に相談。 

・その都度質疑応答を行います。 

  

− 94 −

2 年 次



科 目 名 科目番号 単位 必修・選択 担当教員 

ト ラ イ ア ル 入 門 CPSF2-06B-DP2 １ 選択 島田 尚孝*1 

 

【到達目標】 

（１）トライアルのルール、マシンの基本構造を理解する。 

（２）マシン使用前、使用後のメンテナンスの実施。 

（３）実技：走る、止まる、曲がる、上がる、下るの習得。 

 

【学習内容】 

オートバイという乗り物の動きを理解するときに、一般道で走行しているようなスピード域では速すぎるし、また危険も伴います。

かといって理論上の話ばかりでは、理論で示していることが実際はどのようなことなのかわかりにくい。 

本科目はトライアルというスポーツを通じて、オートバイの理論、動きを解説し、オートバイという乗り物の理解を深めてもらう

ものです。 

トライアルとは決められた採点区間「セクション」を、足をつかずに通過することを目的とし、足つきの数が一番少ないライダー

から順位がつくというモータースポーツです。 

オートバイのすべてのカテゴリーの基本となるもので、どんなオートバイに乗るときでも役に立ちます。 

トライアル入門では、トライアル競技の概要、トライアルマシンの構造、調整、マシンの挙動、トライアルテクニック等を講義、

実技、練習を交え習得することを目指します。 

 

【授業計画】 

回数 授 業 内 容 
準備学習（予習・復習） 

での取り組み事項 

準備学習時間 

予習 復習 

１ 
総合講義（トライアルのルール、マナー

説明、マシンチェック、準備方法等） 

マシンのメンテナンスを入念に行うこと。 
0.0 1.0 

２ 実技（走る、止まる、曲がる） スロットル、クラッチ、ブレーキの操作を確実に 0.0 1.0 

３ 実技（走る、止まる、曲がる） スロットル、クラッチ、ブレーキの操作を確実に 0.0 1.0 

４ 実技（走る、止まる、小さく曲がる） ハンドル操作で曲がる 0.0 1.0 

５ 実技（走る、止まる、小さく曲がる） ハンドル操作で曲がる 0.0 1.0 

６ 実技（坂道を登る、下る） 体重移動、姿勢を変化させる 0.0 1.0 

７ 実技（坂道を登る、下る） 体重移動、姿勢を変化させる 0.0 1.0 

８ 実技（坂道を登る、下る、曲がる） 斜面でのターンを練習 0.0 1.0 

９ 実技（坂道を登る、下る、曲がる） 斜面でのターンを練習 0.0 1.0 

10 実技（凹凸路を走る、止まる、曲がる） 路面状況が変化しても吸収する 0.0 1.0 

11 実技（凹凸路を走る、止まる、曲がる） 路面状況が変化しても吸収する 0.0 1.0 

12 実技（すべての動きの組み合わせ） セクション内をスムーズに移動 0.0 1.0 

13 実技（すべての動きの組み合わせ） セクション内をスムーズに移動 0.0 1.0 

14 実技（総合評価） 足をついても良いので、最後まで走りきる 0.0 1.0 

15 実技（総合評価） 足をついても良いので、最後まで走りきる 0.0 1.0 

 

【成績の評価方法・基準】 

・総合評価時のセクションにおける採点と、受講態度により評価します。 

 

【教科書・配付資料】 

・使用しません。 

 

【参考書】 

・必要に応じ、準備します。 

 

【オフィスアワー】 

・水曜日 16:15～17:00 １号館 2 階第１０研究室 

 

【その他（履修の要件など）】 

・ヘルメット、ブーツ、長袖、長ズボン、手袋、工具を、原則として各自にて用意する。無理な場合は開講時に相談。 

・その都度質疑応答を行います。 

  

科 目 名 科目番号 単位 必修・選択 担当教員 

輸入車のメンテナンス CYSP0-07-DP2 １ 選択 野尻 賢一*1 

 

【到達目標】 

（１）国産車と輸入車の違いを理解できる。 

（２）輸入車の各メーカーの違いを理解できる。 

（３）輸入車整備の要領を理解できる。 

 

【学習内容】 

現代の車社会は、国境がなくなってきており、生産される車両の半分以上は輸出され、または、輸入されているのが現状である。

このうち、輸入される車には、大型で高級な車から、小型で低価格な車まで幅広くなってきている。それに伴い、本学では輸入車の

ディーラーに就職を希望する学生が多く見られるようになり、すでに、多数の卒業生が全国で活躍している。 

本特論では、まず、輸入車と国産車とを比較し違いを理解する。輸入車では使われているボルト、ナットなどのサイズも国産車と

は違う場合も多くあるため、そのような、小さい違いもメンテナンス作業の中で確認してもらいたい。 

また、輸入車は特殊な整備技術が要求される場合もある。これらも、各メーカー別に手順を覚える必要もあるため、この特論では、

実際に各種輸入車のエンジン整備やブレーキ整備を行い、輸入車の整備の要領を経験する。 

 

【授業計画】 

回数 授 業 内 容 
準備学習（予習・復習） 

での取り組み事項 

準備学習時間 

予習 復習 

１ ガイダンス（授業説明、車両説明）  0.0 0.0 

２ 国産車と輸入車の違い 国産車と輸入車の違いを確認する。 1.0 1.0 

３ 輸入車別整備概要説明 各メーカーのサービス・マニュアルを確認する。 0.0 1.0 

４ 輸入車別エンジン整備説明 
各車両のエンジン・メンテナンスの方法を確認す

る。 
0.0 1.0 

５ 輸入車別エンジン整備作業 
各メーカーのサービス・マニュアルにて作業手順

を確認する。 
0.0 1.0 

６ 
輸入車別エンジン電子制御装置整備作

業 

各メーカーのサービス・マニュアルにて電子制御

装置の取り付け場所、作業手順を確認する。 
0.0 1.0 

７ 輸入車別シャシ整備説明 
各メーカーのサービス・マニュアルにてシャシ整

備の手順を確認する。 
0.0 1.0 

８ 輸入車別動力伝達装置整備作業 
各車両の動力伝達装置のメンテナンス作業の手

順を確認する。 
0.0 1.0 

９ 
輸入車別アクスル及びサスペンション

整備作業 

各車両のアクスル及びサスペンションの構造、及

びメンテナンス作業の手順を確認する。 
0.0 1.0 

10 輸入車別ブレーキ整備説明 
各車両のブレーキの種類及び整備手順を確認す

る。 
0.0 1.0 

11 輸入車別フロントブレーキ整備作業 
各メーカーのサービス・マニュアルにて各車両の

フロントブレーキの整備手順を確認する。 
0.0 1.0 

12 輸入車別リヤブレーキ整備作業 
各メーカーのサービス・マニュアルにて各車両の

リヤブレーキの整備手順を確認する。 
0.0 1.0 

13 輸入車別総合点検整備説明 
点検整備記録簿にて定期点検の整備項目及び、保

安基準を確認する。 
0.0 1.0 

14 輸入車別総合点検整備作業 
二級自動車シャシ pp.227-235 

定期点検の整備手順を確認する。 
0.0 1.0 

15 輸入車別外部診断機の活用方法 

二級自動車シャシ pp.237-241 

外部診断機の使用方法及び、故障診断方法を確認

する。 

0.0 1.0 

 

【成績の評価方法・基準】 

・受講態度、レポート課題内容で総合的に判断する。 

 

【教科書・配付資料】 

・二級自動車シャシ 日本自動車整備振興会連合会 

・プリントを配付する。 

 

【参考書】 

・各メーカーのサービス・マニュアル 

 

【オフィスアワー】 

・火～金曜日 16:15～17:00 実習センター２階職員室 

 

【その他（履修の要件など）】 

・自分の好きな輸入車のことを調べておく。 

・レポート課題は確認後、授業中に返却する。 
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2 年 次
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2 年 次



　ロータリーエンジンは、マツダ株式会社が世界で唯一、自動車に搭載し量産に成功したエンジンである。市販のレシプロエンジ

ンと比較すると、軽量で、同じ排気量でも出力が高く、低振動、低騒音などの長所がある。

　残念ながら２０１２年に生産が終了したが、ロータリーエンジンの研究、開発は続行されており、再び市販車に搭載され販売さ

れる可能性は十分にあると考えられる。

　また、水平対向エンジンも株式会社SUBARU（旧富士重工業）が日本で唯一、自動車に搭載しているエンジンである。このエンジ

ンも、低振動で、重心を低くすることができるなどの長所も多い。

　どちらのエンジンも、搭載されている車両が限られていることから整備をする機会が少ないが、本特論にて、これらの特殊なガ

ソリンエンジンの構造等を理解してもらいたい。

− 97 −

2 年 次



　自動車が排出する二酸化炭素は地球温暖化の原因に、窒素酸化物は大気汚染の原因とされています。こういった環境問題から最

近は低燃費、低排出ガスが可能なハイブリッド車、または走行中に排出ガスを排出しない電気自動車は非常に注目され各自動車

メーカーからさまざまな車種が販売されています。

　そこで本講義ではトヨタプリウスＰＨＶ、日産ＬＥＡＦ（リーフ）を実習車として使用しハイブリッド車、電気自動車の構造、

定期点検、車検整備などの方法を学んでもらいます。また最近は、ハイブリッド車や電気自動車を問わず一般整備などにおいても

外部診断機を使用する頻度が多いです。よって外部診断機を使用し車両の故障診断を行い外部診断機の使用方法や、外部診断機を

使ったトラブルシューティングの基本も学んでもらいます。

　将来、整備士として業務に就いたときは必ずハイブリッド車、電気自動車の整備をするときがくるはずです。よって、ハイブ

リッド車や電気自動車の点検方法とガソリンエンジン自動車の点検方法の違い、点検整備を行う場合の注意点なども覚え、安全に

点検整備を行う技術を身に付け、よりハイブリッド車、電気自動車について理解を深めていきます。
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2 年 次



　自動車が排出する二酸化炭素は地球温暖化の原因に、窒素酸化物は大気汚染の原因とされています。こういった環境問題から最

近は低燃費、低排出ガスが可能なハイブリッド車、または走行中に排出ガスを排出しない電気自動車は非常に注目され各自動車

メーカーからさまざまな車種が販売されています。

　そこで本講義ではトヨタプリウスＰＨＶ、日産ＬＥＡＦ（リーフ）を実習車として使用しハイブリッド車、電気自動車の構造、

定期点検、車検整備などの方法を学んでもらいます。また最近は、ハイブリッド車や電気自動車を問わず一般整備などにおいても

外部診断機を使用する頻度が多いです。よって外部診断機を使用し車両の故障診断を行い外部診断機の使用方法や、外部診断機を

使ったトラブルシューティングの基本も学んでもらいます。

　将来、整備士として業務に就いたときは必ずハイブリッド車、電気自動車の整備をするときがくるはずです。よって、ハイブ

リッド車や電気自動車の点検方法とガソリンエンジン自動車の点検方法の違い、点検整備を行う場合の注意点なども覚え、安全に

点検整備を行う技術を身に付け、よりハイブリッド車、電気自動車について理解を深めていきます。

科 目 名 科目番号 単位 必修・選択 担当教員 

ボ デ ィ ー ・ リ ペ ア CYSG2-11-DP2 1 選択 菅沼 義一*1 

 

【到達目標】 

（１）凹んだ部分にパテをきれいに盛ることができることを目指す。 

（２）ソリッド・カラーのブロック塗装が新車時塗膜のようにできる。 

（３）メタリック・カラーのブロック塗装が新車時塗膜のようにできる。 

 

【学習内容】 

自動車の補修塗装は、新車塗装の高外観化によって、ますます習熟度と高技能が求められている。しかし、習熟するためには、長

年の経験と勘が必要である。例えば、外板に傷、凹みをつけた場合に、ベテランと新人を比較すると、同じ補習塗装をする場合にお

いても、新人は倍以上時間を費やす。さらに、下地処理工程、塗装作業、塗装時のセッティング、外的要因等様々な、原因によって

塗装トラブルが発生することがある。 

そこで、本特論では、基本的な作業工程に基づいて各種サンダを使用しパネル、車両の下地処理を行い、また、配合表を見て計量

調色を行い、中塗り・上塗り塗料作る。計量した塗料は、塗装時のブツ、ゴミの不具合防止のため塗装・乾燥兼用のブースを使用し

て塗装する。 

 

【授業計画】 

回数 授 業 内 容 
準備学習（予習・復習） 

での取り組み事項 

準備学習時間 

予習 復習 

１ 鈑金工具の種類と取扱い方法 鈑金工具の種類と取扱い方法を確認する。 0.0 1.0 

２ 塗料・塗装の基礎知識 塗料と塗装の基礎知識を確認する。 0.0 1.0 

３ 下地処理工程１ パテ付け、パテ研ぎ及び足付け作業を確認する 0.0 1.0 

４ 下地処理工程２ プライマーサフェーサーの塗装作業を確認する。 0.0 1.0 

５ 下地処理工程３ 
プライマーサフェーサーの足つけとラッカパテ

盛り作業を確認する 
0.0 1.0 

６ エア・スプレーガンの種類と塗装要領 

エア・スプレーガンの種類、塗料の吐出量、エア

圧、パターンの大きさ及び塗装要領作業を確認す

る。 

0.0 1.0 

７ ソリッド・カラーの調色及び微調色 
計量器を使用してのソリッド・カラーの調色、棒

塗り及び微調色作業を確認する。 
0.0 1.0 

８ ソリッド・カラーのブロック塗装 
ドア・パネルを使用してのソリッド・カラーのブ

ロック塗装を確認する。 
0.0 1.0 

９ メタリック・カラーの調色及び微調色 
計量器を使用してのメタリック・カラーの調色、

棒塗り及び微調色作業を確認する。 
0.0 1.0 

10 メタリック・カラーのブロック塗装 
ドア・パネルを使用してのメタリック・カラーの

ブロック塗装作業を確認する。 
0.0 1.0 

11 パール・カラーの調色及び微調色 
計量器を使用してのパール・カラーの調色、棒塗

り及び微調色作業を確認する。 
0.0 1.0 

12 パール・カラーのブロック塗装 
ドア・パネルを使用してのパール・カラーのブロ

ック塗装作業を確認する。 
0.0 1.0 

13 磨き工程 
フェンダー・パネルを使用しての磨き工程作業を

確認する。 
0.0 1.0 

14 塗装時、塗装後のトラブル処理 
ドア・パネルを使用しての塗装時と塗装後のトラ

ブル処理作業を確認する。 
0.0 1.0 

15 樹脂部品の補修 
パンパ－、プラスチック部品の樹脂部品の補修作

業を確認する。 
0.0 1.0 

 

【成績の評価方法・基準】 

・レポートの内容及び受講態度により評価する。 

 

【教科書・配付資料】 

・使用しない。プリントを配付する。 

 

【参考書】 

・NAX 自動車補習テキスト  日本ペイント 

 

【オフィスアワー】 

・木、金曜日 １６：１５～１７：００ テクニカル・センター２階研究室 

※会議や出張などで不在の場合もあり得る。 

 

【その他（履修の要件など）】 

・配付されたプリントの再配付は原則として行わない。紛失しないように注意すること。 

・レポートは添削して返却する。 
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科 目 名 科目番号 単位 必修・選択 担当教員 

交 通 事 故 と 保 険 DXST2-01-DP4 ２ 選択 桑山 昌己 

 

【到達目標】 

（１）交通事故の諸相について理解する。 

（２）交通事故の悲惨さについて十分理解する。 

（３）自動車保険の重要性についての理解を一層深める。 

 

【学習内容】 

本学学生諸君は、その多くが将来、自動車関係のいわゆるディーラーと言われる企業に就職するのであるが、そこでの業務として

事故処理と保険の取り扱いは必要不可欠なものとなる。しかし、ただ単に機械的に事故を処理し、自動車保険を取り扱えばよいとと

らえるのではなく、お客さまのため、より良いサービスのためと考えることが最終的には企業利益に結び付くものである。 

本講義は、事故と危険に備える人類の英知のひとつとしての保険の中で特に交通事故に関わる自動車保険を詳細に講義する。 

なお、本講座は１年次配当の「損害保険論」の各論、深化論的位置付けを持つものであり、損害保険募集人試験（自動車保険単位）

合格のための内容を多く盛り込む。 

 

【授業計画】 

回数 授 業 内 容 
準備学習（予習・復習） 

での取り組み事項 

準備学習時間 

予習 復習 

１ 交通事故の諸相Ⅰ 人損事故の態様 2.0 2.0 

２ 交通事故の諸相Ⅱ 物損事故の態様 2.0 2.0 

３ 交通事故の歴史 クルマ以前と以後、判例 2.0 2.0 

４ 交通事故の原因Ⅰ 人的要因 3.0 1.0 

５ 交通事故の原因Ⅱ 物的要因 3.0 1.0 

６ 交通事故への対応 初期対応の必要性 3.0 1.0 

７ 強制保険 自動車損害賠償保障法 2.0 2.0 

８ 任意保険総論 任意保険の必要性 2.0 2.0 

９ 任意保険各論Ⅰ 対人・対物保険 3.0 1.0 

10 任意保険各論Ⅱ 車両保険 3.0 1.0 

11 任意保険各論Ⅲ 搭乗者傷害保険、人身傷害保険その他 1.0 3.0 

12 
損害保険募集人試験（自動車保険単位）

Ⅰ 

試験問題の解説 
1.0 3.0 

13 
損害保険募集人試験（自動車保険単位）

Ⅱ 

試験問題の解説 
1.0 3.0 

14 
損害保険募集人試験（自動車保険単位）

Ⅲ 

試験問題の解説 
1.0 3.0 

15 
損害保険募集人試験（自動車保険単位）

Ⅳ 

試験問題の解説 
1.0 3.0 

 

【成績の評価方法・基準】 

・定期試験＝80％ 受講態度＝20％ 

 

【教科書・配付資料】 

・損害保険募集人試験テキスト（自動車保険単位）を無償配付する。 

・その他、適宜プリントを配付する。 

 

【参考書】 

・特に指定しない。 

 

【オフィスアワー】 

・毎週水曜日 16 時 15 分～17 時 1 号館 2階第２研究室 

 

【その他（履修の要件など）】 

・自己および親族の所有するクルマの車検証、強制・任意保険証を精読しておくこと。 

・講義前日・当日の新聞・テレビの交通事故報道に触れておくこと。 

・講義終了後、質疑応答を行う。 
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科 目 名 科目番号 単位 必修・選択 担当教員 

交 通 事 故 と 保 険 DXST2-01-DP4 ２ 選択 桑山 昌己 

 

【到達目標】 

（１）交通事故の諸相について理解する。 

（２）交通事故の悲惨さについて十分理解する。 

（３）自動車保険の重要性についての理解を一層深める。 

 

【学習内容】 

本学学生諸君は、その多くが将来、自動車関係のいわゆるディーラーと言われる企業に就職するのであるが、そこでの業務として

事故処理と保険の取り扱いは必要不可欠なものとなる。しかし、ただ単に機械的に事故を処理し、自動車保険を取り扱えばよいとと

らえるのではなく、お客さまのため、より良いサービスのためと考えることが最終的には企業利益に結び付くものである。 

本講義は、事故と危険に備える人類の英知のひとつとしての保険の中で特に交通事故に関わる自動車保険を詳細に講義する。 

なお、本講座は１年次配当の「損害保険論」の各論、深化論的位置付けを持つものであり、損害保険募集人試験（自動車保険単位）

合格のための内容を多く盛り込む。 

 

【授業計画】 

回数 授 業 内 容 
準備学習（予習・復習） 

での取り組み事項 

準備学習時間 

予習 復習 

１ 交通事故の諸相Ⅰ 人損事故の態様 2.0 2.0 

２ 交通事故の諸相Ⅱ 物損事故の態様 2.0 2.0 

３ 交通事故の歴史 クルマ以前と以後、判例 2.0 2.0 

４ 交通事故の原因Ⅰ 人的要因 3.0 1.0 

５ 交通事故の原因Ⅱ 物的要因 3.0 1.0 

６ 交通事故への対応 初期対応の必要性 3.0 1.0 

７ 強制保険 自動車損害賠償保障法 2.0 2.0 

８ 任意保険総論 任意保険の必要性 2.0 2.0 

９ 任意保険各論Ⅰ 対人・対物保険 3.0 1.0 

10 任意保険各論Ⅱ 車両保険 3.0 1.0 

11 任意保険各論Ⅲ 搭乗者傷害保険、人身傷害保険その他 1.0 3.0 

12 
損害保険募集人試験（自動車保険単位）

Ⅰ 

試験問題の解説 
1.0 3.0 

13 
損害保険募集人試験（自動車保険単位）

Ⅱ 

試験問題の解説 
1.0 3.0 

14 
損害保険募集人試験（自動車保険単位）

Ⅲ 

試験問題の解説 
1.0 3.0 

15 
損害保険募集人試験（自動車保険単位）

Ⅳ 

試験問題の解説 
1.0 3.0 

 

【成績の評価方法・基準】 

・定期試験＝80％ 受講態度＝20％ 

 

【教科書・配付資料】 

・損害保険募集人試験テキスト（自動車保険単位）を無償配付する。 

・その他、適宜プリントを配付する。 

 

【参考書】 

・特に指定しない。 

 

【オフィスアワー】 

・毎週水曜日 16 時 15 分～17 時 1 号館 2階第２研究室 

 

【その他（履修の要件など）】 

・自己および親族の所有するクルマの車検証、強制・任意保険証を精読しておくこと。 

・講義前日・当日の新聞・テレビの交通事故報道に触れておくこと。 

・講義終了後、質疑応答を行う。 

 

科 目 名 科目番号 単位 必修・選択 担当教員 

ビジネスデータ分析 DIST2-03-DP4 ２ 選択 長野 達也 

 

【到達目標】 

（１）データ分析の必要性・重要性を理解する。 

（２）データ分析の基本的な考え方を理解する。 

（３）パソコンを使った基本的なデータ分析の手法を理解する。 

 

【学習内容】 

この講義では、マイクロソフト社の表計算ソフト「MS-Excel」を使って、ビジネスデータの分析手法について学んでいく。内容と

しては、１年次の「ビジネス実務Ⅱ」をステップアップしたものとなっている。「Excel の使い方はもう忘れた！」という諸君も中に

はいるかも知れないが、基本的な使い方については復習の時間もとっているので安心してほしい。 

近年、「ビッグデータ」や「データサイエンス」という言葉を見聞きする機会も少なくない。それらは、AI（人工知能）との関連で

語られることが多く、何となく自分とは無縁などこか「遠い世界」の話だと感じている諸君もいるだろう。だが、自律走行車やコネ

クティッドカー、MaaS（サービスとしてのモビリティ）、さらにはスマートマニュファクチャリングなど自動車業界と AIはいまや無

関係ではあり得ない状況にある。 

百年に一度といわれる自動車業界の大きな変革期に整備士として巣立っていく諸君にとって、将来、職場で管理的な立場になった

ときや、自営の工場を経営する場合などに、データ分析の知識は必須である。勉学に専念できる学生時代に基本的な内容を身に付け

ておくことは、必ずや諸君の役に立つものと確信する。 

 

【授業計画】 

回数 授 業 内 容 
事前学習（予習・復習） 

での取り組み事項 

準備学習時間 

予習 復習 

１ データ分析の基本（１） 
平均（算術平均・加重平均・幾何平均）、中央値、

最大値、最小値、偏差と分散、標準偏差、偏差値 
0.0 4.0 

２ データ分析の基本（２） 

散布図、最小二乗法、回帰線、相関係数、決定係

数、相関関係と因果関係、疑似相関、大数の法則、

平均回帰 

0.0 4.0 

３ 表計算ソフトの復習（１） VLOOKUP関数ほか使用頻度の高い基本関数 0.0 4.0 

４ 表計算ソフトの復習（２） 
グラフ（棒グラフ、折れ線グラフ、円グラフ、散

布図、レーダーチャートほか） 
0.0 4.0 

５ 表計算ソフトの便利な機能（１） ピボットテーブル（１）基本 0.0 4.0 

６ 表計算ソフトの便利な機能（２） ピボットテーブル（２）応用 0.0 4.0 

７ パレートの法則 パレートの法則（８：２の法則、ABC分析） 0.0 4.0 

８ Zチャート Zチャートの基本 0.0 4.0 

９ 在庫管理 発注点管理 0.0 4.0 

10 CVP分析（損益分岐点分析） 固定費、変動費、限界利益、損益分岐点 0.0 4.0 

11 線形計画法（１） 
最適セールスミックス（制約条件が１種類の場

合） 
0.0 4.0 

12 線形計画法（２） 最適セールスミックス（制約条件が複数の場合） 0.0 4.0 

13 短期的（業務的）意思決定 機会費用と埋没費用 0.0 4.0 

14 長期的（構造的）意思決定 設備投資、割引現在価値 0.0 4.0 

15 まとめ これまでのまとめ 0.0 4.0 

 

【成績の評価方法・基準】 

・課題の作成状況 60％、受講態度 40％として総合的に評価する。受講態度としてネガティヴな評価につながるのは、遅刻・居眠り・私

語など。 

 

【教科書・配付資料】 

・教科書は使用しない。講義の際にプリントを配付する。 

 

【参考書】 

・必要に応じて紹介する。 

 

【オフィスアワー】 

・水曜日 16:15～17:00 １号館２階第４研究室 

※会議や出張などにより不在の場合があり得る。 

 

【その他（履修の要件など）】 

・講義で学んだことをしっかり復習しておくこと。 

・筆記用具と電卓を持参すること。 

・授業の際に質疑応答の時間を設ける。質問はメールでも受け付ける。 

− 101 −

2 年 次


	Part77_講義概要2021
	Part78_講義概要2021
	Part79_講義概要2021
	Part80_講義概要2021
	Part81_講義概要2021
	Part82_講義概要2021
	Part83_講義概要2021
	Part84_講義概要2021
	Part85_講義概要2021
	Part86_講義概要2021
	Part87_講義概要2021
	Part88_講義概要2021
	Part89_講義概要2021
	Part90_講義概要2021
	Part91_講義概要2021
	Part92_講義概要2021
	Part93_講義概要2021
	Part94_講義概要2021
	Part95_講義概要2021
	Part96_講義概要2021
	Part97_講義概要2021
	Part98_講義概要2021
	Part99_講義概要2021
	Part100_講義概要2021
	Part101_講義概要2021
	Part102_講義概要2021
	Part103_講義概要2021
	Part104_講義概要2021
	Part105_講義概要2021
	Part106_講義概要2021
	Part107_講義概要2021
	Part108_講義概要2021
	Part109_講義概要2021

